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↑このキャプションはダミーです！

この文章はダミーです。文字の大きさ、

量、字間、行間等を確認するために入れて

います。この文章はダミーです。文字の大

きさ、量、字間、行間等を確認するために

入れています。この文章はダミーです。こ

の文章はダミーです。文字の大きさ、量、

字間、行間等を確認するために入れていま

す。この文章はダミーです。文字の大きさ、

量、字間、行間等を確認するために入れて

います。この文章はダミーです。

昨年に引き続き、盛岡市の『マナフラスタジオ プア

マエオレ』の先生と有志の生徒さん方が出演してくだ

さいました。猛烈な暑さで、音響機器のトラブルが起

きたものの、カラフルな衣装と優雅なダンスの魅力で、

それらを一瞬で吹き飛ばし、会場を盛り上げてくださ

いました。

マナフラダンサーズのパフォーマンスのようす

消防士さんに消火器の使い方も教わったよ！

万が一のケガや事故に備えて・・・

お申込みいただいた方全員、ボランティア保険に

加入いたします。

※保険料の自己負担はありません。
持ち物は？

・防寒着

・長くつ

・手ぶくろ・帽子

・マスク

スノーバスターズとは？

この文章はダミーです。文字の大きさ、量、字

間、行間等を確認するために入れています。

この文章はダミーです。この文章はダミーで

す。文字の大きさ、量、字間、行間等を確認す

るために入れています。この文章はダミーで

す。文字の大きさ、量、字間、行間等を確認す

るために入れています。この文章はダミーで

す。

例年の活動には、中高生などの

若い世代およそ100人ほどが隊員として

参加してくれる一方で、“訪問先まで車を

運転して送迎できる”大人のボランティア

隊員が不足傾向にあります。

ぜひ、大人も奮ってご参加ください

令和６年能登半島地震
ボランティア・被災地への支援をお考えの方へ

ボランティア活動をしやすいよう、さまざま

なサポートをしています。

・ ボランティア団体同士の交流や連携の仲介

・ ボランティア活動に必要な物品の貸し出し

活動中の事故やさまざまなリスクに備え、

安心してボランティア活動等に取り組めるよ

うに、ボランティア活動保険や、ボランティア

行事用保険等への加入を促進しています。

令和7年9月2日と3日の両日、雫石町赤十字奉仕団の団員が、浸水被害にあった仙北市上桧木内地区を訪れ、

避難所へ身を寄せている方々へ、心を込めた手作りのお弁当を延べおよそ1３0食お届けしました。

サロンスタッフ研修会
開催しました!!

ボランティア活動の
企画・仕組みづくり

また、万が一の際は、保険金の請求手続き

にかかる各種書類の準備や連絡・調整など、

手続きのサポートも行なって

います。

・ スキルアップのための研修会の開催

・ 情報紙「ぼらっと」やWebサイト、ＳＮＳで

最新情報の発信＆活動ＰＲ など

Q＆A

A
赤十字奉仕団、被災地へ「家庭の味」

研修会の終わりには、「袋詰めゲーム」とし

て、スティックコーヒーやキャンディーなどを

ビニール袋に詰めました。参加者の中には、

同じモノを選んで丁寧に詰める人もいれば、

とにかくギュウギュウに押し込む人もいて、

それぞれの個性が光る、楽しいひとときとな

りました。

テーブルゲーム：巨大トランプで対決だ!!

ー 秋田県仙北市 桧木内川の氾濫による浸水被害を受けて ー

雫石町赤十字奉仕団 中川委員長は、『雫石町が被害を

受けた際(平成25年8月豪雨)、各地から多くのご支援

をいただきました。今回の活動は、少しでもその際の恩

返しをできれば、という思いもあります。不安な日々を

過ごす方々がほっとできるひとときになれば幸いです』

と、話されていました。

お弁当を食べた方々からは、『しばらくぶりに家庭的

な料理を食べたので、心まで元気になりました』『野菜

がたくさん入っていて、とても嬉しいです』といった声

が、仙北市災害ボランティアセンターへ寄せられたそ

うです。 現地の担当者によると、これまでの食事支

援は、どうしても仕出し弁当などの出来合いの食事が

中心だったため、今回のように野菜をたっぷり使った

お弁当は、ことのほか喜ばれたとのことでした。

再び氾濫しそうな桧木内川で、えぐられた

川岸に土のうを積む重機【９/２(火) 撮影】

○今回の被災地について(9/12：記事作成時点)

8月20日、秋田県仙北市西木町上桧木内地区では、桧木内川が氾濫し、周辺

の住宅や道路が冠水し、土砂の流入に加え、断水も発生しました。

その後も不安定な天候が続き、9月2日にも再び住宅への浸水被害が発生

するなど、住民生活への影響は大きく、復旧には時間を要する状態となって

います。当ボランティア活動センターでも、刻々と変わる状況を注視し、災害

ボランティアバス運行の検討など、今できる支援を模索してまいります。

ひ の き な い が わ は ん ら ん

【活動１日目】９/２(火)に届けたお弁当のおかず部分

想いもおかずもあふれんばかりに“みっちり” 詰まってます♪

雫
石
町

★

仙
北
市

上桧木内地区

上桧木内地区の方たち

お米や野菜の多くは、

町内有志の方々から

ご提供いただきました！

せ ん ぼ く し し ん す い ひ が い
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雪んこ見守り隊

隊員大募集中 !!

この情報紙は、赤い羽根共同募金の配分金を財源に発行しています

~ 自分のまちをよくするしくみ ~

童謡の滴(うたのしずく)

・代表者…藤原恒子 氏

・会員数…３５名

・活動日時…夏場：月３回ほど 冬場：月２回ほど

13時30分～15時30分

・主な活動場所…雫石町中央公民館 ／ 雫石公民館

ボランティア団体紹介

ともに彩る、しずくいし

特定感染症についても10日間の免責期間がなくなり、補償開始

日から補償対象となります。

なお、令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症は補償

対象外となりました。

ボランティアフェスティバル ３０年の歴史に幕

ご興味がある方は、

お気軽に

ご連絡ください
謝礼金は、利用料

と地域の皆さまから

お寄せいただいた

社会福祉協議会費

によって賄われて

います。

家庭部のみなさんが

午前中に手打ちしたそば

なんとパッケージも手作りです！

体験プログラムの一部を
ご紹介します♪

体験プログラムの一部を
ご紹介します♪

雫石町社会福祉協議会【おでかけ援助サービス担当：キクチ】

T E L

E-mail

019-6９２-２２３０
kikuchi@shisha.or.jp

お問い合わせ先

童謡の滴
う た の し ず く

例年開催しておりました「しずくいしボランティアフェス

ティバル」は、今年度より赤い羽根チャリティーショーと統

合され、新たなカタチとして、地域福祉を盛り上げるイベ

ントを目指していきます。

新たなカタチでスタート

開催日時：令和６年１０月１日 PM
開催場所：雫石町中央公民館

~ 赤い羽根チャリテｚｃィーショー開催決

定 ~

↑ 昨年(Ｒ６)１０月開催の赤い羽根チャリティーイベント
会場を巻き込み『手のひらを太陽に』を手話つきで熱唱♪

隊

おわびと訂正

ぼらっと１１５号（令和６年７月発行）の掲載

内容について、右記の通り誤りがありました。

お詫びして訂正いたします。

訂正前 精神保健ボランティア うぐいすの会

・活動日時…月 1 回(一休さん)

訂正後 ・活動回数…年 ６ 回(一休さん)

申請期間

皆さまからお寄せいただいた赤い羽根の募金を、身近な地域福祉

活動に活用いただくため、助成事業の募集が行われています。

対象団体

地域の福祉向上を目的に活動しているボランティア団体・

NPO、 町内会・自治会等の任意の住民グループ

１事業あたり 1万円～20万円まで

助成額

令和6年10月15日（火）～令和6年12月13日（金）まで

※申請には雫石町共同募金委員会の意見書が必須です。

まずはお早めにご相談ください。

福祉のまちづくり支援事業を

活用し、雫石谷地行政区の

公民館にエアコンが

設置されました！

詳しくはコチラから
岩手県共同募金委員会の
ＷＥＢサイトを
ご確認ください

練習の見学は

どなたでも自由にOK！

お気軽にいらして

ください♪

西山小学校防災出前講座
~「防災バック、なに入れる？」楽しく備える“もしものとき” ~

令和７年度ボランティア活動保険
〔補償期間：Ｒ７.４.１～Ｒ８.３.３１〕

基本プラン
３５０円

天災プラン
５００円

死

亡

・
ケ

ガ

の

補

償

死亡保険金 １，０４０万円

後遺障害保険金 １，０４０万円（限度額）

入院保険金日額 ６，５００円

手術保険金
入院中の手術 ６５，０００円

外来の手術 ３２，０００円

通院保険金額 ４，０００円

特定感染症 補償開始日から補償

× 〇

賠償責任保険金
(対人対物共通)

５億円（限度額）

当ボランティア活動センターでは、毎年１～２月 毎週土曜日

に、中高生を中心に『雪んこ見守り隊』を結成。ボランティア隊

員たちが高齢者や障がい者世帯を訪問し、安否確認と玄関先

の除雪を実施しています。

今シーズン最後の活動となった2/2２(土)には、通常の活動

に加え、雫石中学校家庭部の皆さんが手打ち蕎麦を用意♪

中高生隊員らが『これを食べて、来年の冬もお元気でお会い

しましょう』などと声をかけながらお蕎麦を手渡すと、訪問先

の方々から『来年もよろしくね』 『ありがとう』 と感謝の言葉

をかけていただく様子が見られました。

代表の藤原さんは『最近は男性会員も増え、混声

合唱もできるようになりました。会員の平均年齢

は約８３才ですが、「みんなで楽しく」をモットーに、

今後も活動を続けていきたいですね』とお話しさ

れていました。

災害復興支援で全国的に有名なお二人

永野海弁護士

被災者支援の分野で全国的に知られる

永野海弁護士(左)と風組関東代表小林直樹氏(右)

が登壇されました！

体験した子どもたちの感想

わたしは、お年寄り（の体験をしている子）のペース

に合わせて歩いたり、声をかけてサポートしました。

でも、お年寄りは耳が聞こえにくいこともあって、

どうしたら伝わるか、考えながらサポートしました。

【ボランティア募集】

雫石よしゃれ祭での浴衣着付けサポートのお願い

８月１１日（日・祝）に開催される「雫石よしゃれ祭」に、雫石中学校の生徒たちが浴衣？着物？(かすり？)を着て参加します。

この浴衣？着物？(かすり？)の着付けは、例年、町婦人会と保護者（ＰＴＡ）の皆さんが行っていますが、当日その保護者の

方々に着物(かすり？)の着せ方をお教えいただけるボランティアの方を募集しています。

■活動内容

保護者（ＰＴＡ）への浴衣？着物？(かすり？)の着付け指導（当日）

■日時（予定）

８月１１日（日・祝）１３時頃集合予定

※集合場所・時間などの詳細は、ご協力いただける方に後日お知らせいたします。

■対象

浴衣の着付けができ、保護者の方にわかりやすく教えていただける方

■その他

・動きやすい服装でお越しください

・当日は暑さが予想されますので、体調にご配慮のうえご参加ください

■お申し込み・お問い合わせ

ご協力いただける方は、○○（担当者名・連絡先）までご連絡ください。

みなさまのご協力をお待ちしております！

写真・実際に着付けのした生徒らの写真があれば、なおいいかも。

※イメージです。今はやりの
ＡＩで生成してみました。

シニア体験ゴーグルを装着して

本を読もうとする児童(R7.４月)

「私にできること、

案外あるかも。」
~災害ボランティア事前登録実施中~

9月5日（金）、西山小学校の全校児童を対象に、防災出前講座が行われました。

【募集対象】 町内に在住、あるいは通勤・通学しているの方

(※未成年の方は保護者の同意が必要です）

【登録方法】

右記の２次元コードをスキャンしていただくか、

町総合福祉センター窓口でお尋ねください。

おはなしの雫

・代表者…大信田(おおしだ)さん

・会員数…７名

・活動日時…「しずくいしおはなし会」：月２回

（第2・第4日曜）15時０0分～15時30分

ほか 要望に応じて月数回

・主な活動場所…雫石町立図書館・町内外の学校 など

ボランティア団体紹介

ともに彩る、しずくいし

おはなしの雫
しずく

「おはなしの雫」は、読み聞かせを通じて、子どもたちに読書の

楽しさを伝える活動をしているボランティア団体です。

平成1６年（2004年）、町の読み聞かせ講座をきっかけに結成

され、活動は今年で２１年目を迎えます。

読み聞かせは、おもに“お話を理解できる”年齢層の児童を対

象としており、町立図書館で「しずくいしおはなし会」を毎月開催

しているほか、町内外の小中学校などからも依頼をうけ、絵本や

紙芝居の読み聞かせを行っています。

代表の大信田さんは、「子どもたちに本に親しんでもらうこと

で、想像力を広げたり、人の気持ちに寄り添う力を育んでほしい

と願っています」と話されていました。
↑ ９/８(月) 真剣に聞いている御所小学校６年生の児童ら

この日は地球温暖化がテーマの絵本も

読み聞かせの際には、さまざまな工夫をされて

いるそうで、その１つが、“できるだけ新しい絵本

を選ぶこと” 。「新しい絵本は子どもたちにとって

新鮮な驚きや発見につながりますし、最新のテー

マを取り入れることで、身近な出来事について考

えるきっかけにもなると思います」と、話されてい

ました。

新たな会員を

絶賛募集中！ぜひお気軽に

ご連絡ください♪

【雫石町立図書館】

019-692-5959

スタッフは「子どもならではのユニークなカードが選ばれるのでは」と予想していましたが、実際には水や食料、ポリ袋等、

どの班も基本の備えを重視。子どもたちの現実的な判断力に、大人のスタッフ側が驚かされる結果となりました。

子どもたちからは「おうちの人と一緒に準備してみたい」との感想もあり、防災を“自分ごと”として考える、良いきっか

けになったようでした。

この日、子どもたちは全校防災学習として、町消防団による放水訓練を見学したのち、１～６年生までの縦割り班で、「防

災バック（非常用の持ち出し袋）に何を入れるか？」をテーマにしたカードゲームに挑戦。70種類のカードの中から、各班

で話し合って10枚を選びました。

1年生から６年生
みんなで一緒に
話し合う

こ
のカードを選んだ理由を

最後に発表！
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